
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆議題の趣旨◆ 

 函館市地域公共交通計画（素案）について協議しました。 

◆協議の結果◆ 

  原案のとおり，本件の内容は了承されました。 

◆主な発言◆ 

  

■阿部企画部長 

 本日は，函館市地域公共交通計画（素案）について協議をお願いする。 

 

■渡邊計画推進室長 

それでは，内容について説明する。 

まず，計画策定の趣旨だが，令和２年に地域公共交通の活性化及び再生に関す

る法律が改正されており，従来の地域公共交通網形成計画に代わる計画で地域公

共交通計画の策定が努力義務化されている。また，人口減少や少子高齢化が進行

している中，新型コロナウイルス感染症の影響により，公共交通を取り巻く環境

はより一層厳しさを増し，将来にわたっての公共交通の需要低迷が懸念されてい

る。こうした背景を踏まえ，地域住民の生活などを支える持続可能な交通体系を

構築するため，法改正に基づく地域の公共交通政策のマスタープランとなる「函

館市地域公共交通計画」を策定するものである。 

計画区域，期間については，函館市全域を対象区域として設定し，期間は令和
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６（2024）年度～令和 10（2028）年度の５年間となっている。 

計画の位置付けについては，本計画は，国の関係法令・関連計画や北海道の関

連計画を踏まえ，本市総合計画，関連計画等と整合・連携を図りながら，地域の

公共交通政策のマスタープランとして策定する。 

次に函館市の人口について説明する。函館市の人口は 1980 年，34.5 万人とな

っており，人口ピラミッドをみると三角形の形でバランスのとれたピラミッドで

あった。2020年になると，中位推計で人口ピラミッドはだんだん頭側が大きくな

っており，2045年には人口 17.3万人で完全にやせ細った状態になり，1980年の

約半分との予想となっている。高齢化率も北海道平均よりも高い水準で，高齢者

にとっての利便性に配慮した，全世代が利用できる交通網の形成を行う必要があ

るという状況となっている。 

次に公共交通の現状について説明する。路線バスネットワークの地図を見る

と，市街部については，各系統が複雑に入り組んでおり，運行の効率性や路線の

わかりやすさに課題がある。市内のバス利用者数は横ばい状態だったが，令和２

年度においては新型コロナウイルス感染症の影響で大幅に減少している。 

次に市内における移動特性・ニーズについて説明する。地区別の公共交通の満

足度を見てみると，北東部，北部，東部にお住いの方は，満足している割合が他

の地区より少なく，「わからない」と「どちらともいえない」を合わせると６割を

超えている。函館バスのサービスエリアを見るとバス路線の沿線人口は，500mで

見ると市内人口の約 95％をカバーできているが，一部，カバー率が低い地区が存

在している。 

次に解決すべき公共交通の課題について説明する。本計画で対応すべき公共交

通の課題を４点挙げる。課題１としてバス路線網が複雑に入り組んでいるなど，

高齢者の通院・買物，通勤・通学，観光客にとって利用しにくいこと。課題２と

して路線バスなどの公共交通の利便性が低いエリアが存在していること。課題３

として人口減少に加え，コロナ禍により，路線バスなどの利用者数が低迷してい

ること。課題４としてバス・タクシードライバーの高齢化などにより，公共交通

の担い手が不足していることが課題として挙げられる。 

次に計画の基本的な方針・目標について説明する。基本理念として「まちづく

りと一体となった将来にわたって持続可能な公共交通ネットワークの構築」を掲

げている。基本方針は大きく３点ある。１点目，「市民生活を支える効率的で利便

性の高い公共交通ネットワークの形成」ということで，公共交通がこれから増加

が想定される高齢者の生活の場面や，通勤・通学等の市民生活の多くの場面で必

要であるという中で，目指すべき将来の公共交通ネットワークをイメージしなが

ら，効率的かつ利便性の高い公共交通ネットワークの形成を進めるということが

基本方針の１番である。２点目，「来訪者にとってもわかりやすい公共交通の形



成」ということで，観光都市である函館市は国内外から多くの観光客が来るとい

うことで，公共交通が市内観光の足として利用されている。広域交通と市内交通

が一体となって，市民だけではなくて来訪者にも分かりやすい公共交通の形成を

目指していこうというのが２番目である。３番目が「公共交通の持続性の確保」

ということで人口減少に加え，わかりにくい路線網，さらには新型コロナウイル

ス感染症の影響により，公共交通の利用者が低迷している。加えて，公共交通の

担い手不足も懸念されているが，このような中にあっても，市民生活や観光振興

を支える公共交通は，将来にわたる持続性を確保していかなければならないとい

うことを３番目に掲げている。 

こうした３つの基本方針に基づいて４つの計画目標を掲げている。計画目標１

「地区特性に応じた最適な運行形態による移動サービスの導入と再編」，計画目

標２「交通機関間の接続の円滑化」，計画目標３「公共交通の利便性向上と意識醸

成による利用促進」，計画目標４「地域公共交通の担い手確保」とこの大きく４つ

の目標に対して，「バス路線の維持および効率的な公共交通ネットワークの形

成」，「地区特性に応じた運行形態の見直しによる交通の確保」，「バス路線網を踏

まえた交通結節点の乗継利便性向上」，「新技術を活用した新たな移動サービスの

活用検討」，「公共交通の利用促進に向けたソフト施策の推進」，「来訪者にとって

も公共交通を利用しやすい環境の構築」，「公共交通ドライバーの確保」の７点を

施策として掲げている。 

最後に，この計画の達成状況の評価ということで「公共交通利用者数の減少率

と人口減少率の差」，「乗合バス事業経常収支率」，「主要交通結節点利用者数」，「公

共交通利用者の満足度」，「公共交通ドライバーの確保に向けたイベントの参加人

数」の５点を評価指標として掲げている。こうしたものを目標値として定めて評

価をするということになっている。 

説明は以上である。 

 

■佐藤副市長 

地域の公共交通というのは課題が山積で，人口，利用者が減っていく中でどの

ように地域に住む方の足を確保するかというのは難儀な課題であることは皆さ

ん十分に認識されていると思う。例えば，タクシーはタクシー業界における範囲。

また，バスであれば乗り合いバスの法律等々で定められた範囲・領域があるため，

今後は市民の足，観光客の足ということを踏まえ，それぞれの領域に関する境目，

領域を超えて柔軟に対応しながら，端的に言うと交通網のベストミックスのよう

なものを考えていかなくてはいけないと思う。そのような内容は記載されている

か。 

 



■渡邊計画推進室長 

目標達成のための施策・事業という中に記載がある。交通のベストミックスと 

まで言えるかはわからないが，運行効率化の部分や，公共交通のネットワークの

形成をどのように進めるかといった内容についての記載がある。 

 

■阿部企画部長 

計画策定の趣旨に「効果的に公共交通機関相互の連携を図りながら，地域住民

の生活などを支える持続可能な交通体系を構築」との記載があり，ベストミック

スという表現は直接的にしていないが，そのようなことを含めて，具体的な施策

を展開する中では当然考えていかなくてはならないと考えている。 

 

■佐藤副市長 

今からベストミックスを模索するのであれば，相互連携，強化を図り，それぞ

れで知恵を出し合いながら，領域の部分を超えていくようなところが出てくるの

であれば，ぜひ進めてもらいたい。 

 

■大泉市長 

１ページ目の「計画の趣旨」のほかに，112ページの「地区特性に応じた運行 

形態の見直しによる交通の確保」にも記載がある。このあたりなのではないか。 

 

■渡邊計画推進室長 

これまでバス中心だったものを，いろいろな形で総動員してやっていく必要が

あるということを前提として記載しているのがこの 112ページになる。 

 

■阿部企画部長 

他に意見がなければ原案のとおり了承とさせていただく。 

 


